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隊員の現場対応能力向上を図る
廃校舎を活用した救助訓練を実施

▲エンジンカッターを用いてコンクリート製の床を
切断する隊員

　　解体工事を控えた旧赤水小学校舎を活用して、愛南町消防

本部が救助訓練を実施しました。この訓練は、日々の訓練より実

践的な環境を再現することができ、応用的な考え方とスキルの

向上が図られるため、今後の救助活動につながる効果的な訓

練になります。

　　3日間にわたり実施された訓練では倒壊した建物を想定し、

取り残された要救助者を救出するため開口部を設定する訓練

やロープを使用した救出訓練を行いました。普段とは違う訓練

環境の中、資機材の使用や救出方法について意見を出し合い

ながらレベルアップを図りました。

11/
10

自然や文化との触れあい

町内特別支援学級の児童生徒がグリーン・ツーリズムを体験

▲竹細工作り体験の様子

　　愛南グリーン・ツーリズム推進協議会（孝野覚
か く や

也会長）主

催による南宇和郡特別支援学級合同学習会が城辺小学校

体育館で開催され、町内の豊富な地域資源を活用したグ

リーン・ツーリズムの体験が行われました。

合同学習会には町内小中学校の児童生徒36人が参加

し、竹細工作り・野菜釣り・真珠アクセサリー作り・クリスマス

飾り作り・絵てがみ作りなど５つの体験を楽しみました。学習

会を終えた子どもたちは、「はじめて体験することばかりでし

た。どの体験も優しく教えてくれてとても楽しい時間になりまし

た」と話していました。
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長年にわたり道路の美化に寄与
国道の花壇を管理するボランティア団体へ感謝状の伝達　

▲中学校を代表して表彰状を受け取る生徒会長

　　「長年の道路美化活動に対する感謝状の伝達式」が行わ

れ、町内外の5団体へ感謝状が手渡されました。町内からは国

道56号の花壇管理などを長年にわたり継続し、道路の美化や

愛護に寄与したとして愛南町立城辺中学校へ国土交通大臣表

彰、株式会社久保建設へ四国道路ふれあい協議会長表彰が

大洲河川国道事務所小竹所長から贈られました。

　　平成16年から生徒・保護者も含めて継続的に花壇の花植え

や除草作業を行ってきた城辺中の代表として感謝状と記念品を

受け取った生徒会長は、「各学年が分担して花壇の草引きや水

やりを一生懸命頑張ってくれて、きれいになっていく花壇を見て

いるとやりがいを感じます。これからも地域へ貢献できるよう活

動を続けていきたい」と話しました。

【町内表彰団体】
国土交通大臣表彰
・愛南町立城辺中学校
四国道路ふれあい協議会長表彰
・株式会社久保建設
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11月17日～18日の2日間にわたり
東京の修学旅行生が愛南町で田舎暮らしを満喫

▲受け入れ民家の方々との記念撮影

　　八幡浜市ふるさと観光公社など南予圏域の地域・団体と連

携して修学旅行誘致に取り組んでいる愛南町で、修学旅行生

の受け入れを行いました。

　　今回受け入れたのは、南予地域を訪れた宝仙学園高等学校

（東京都）７クラスのうち１クラス32人の生徒で、町内の受け入

れ民家８軒が家業体験付きの民泊を提供しました。

　　家業体験や食事の共同調理では、『町ならではのものを』と、

各受け入れ民家が試行錯誤しましたが、柑
か ん き つ

橘の栽培管理や野

菜収穫、魚釣りなどを体験した生徒たちは、「東京では絶対に

経験できない貴重な時間で、最高に楽しかった」「食事も空気

もとてもおいしかった」と田舎暮らしを満喫できた様子で、町を

離れるのが名残惜しそうに感想を話していました。

愛南日日是好日

　　こんにちは和氣邦
く に お

夫です。着任して早くも
5カ月が過ぎました。着任した７月には青果
市場の掃除をするだけで汗拭きシートを何
枚も使っていたのに、12月に入ると朝はダ
ウンジャケットが欠かせないほどに冷え込ん
できました。11月中旬に競り人としてプレデ
ビューしましたが、完璧な競り人デビューは、
まだまだ先ですね。
　　さて、10月からは、農業生産者の方々を訪
問していろいろと話をさせてもらっています。
地域おこし協力隊の任務は行政サイドから依
頼される具体的任務もありますが、隊員自ら
が地域の方々の声を聞き、その中で自分の
方向性を見つけていくことが必要なのではと
思っています。認定農業者154人の方への早
期の全戸訪問を目指してますので気軽にお
話ししてくださいね。
　　協力隊の活動ではないのですが、昨年か
ら日課としているのが1日1万歩のウォーキン

グです。住んでいる地域を歩くことが多いの
ですが、愛南町を知るために、今日は御荘地
域、明日は西海地域と場所を変えて歩いてい
ます。歩いていて気付いたのが愛南町は他の
市町村と比べて野鳥が多いこと。自然豊かな
証拠で、どこを歩いていても野鳥の声が聞こ
えます。野鳥の中でも特にとんびの多いこと、
毎日とんびの「ぴぃ～ひょろろ～」の鳴き声に
癒されながら広い愛南町の空の下を歩いて
います。


